
第8回
中部歴史まちづくりサミット

in 郡上

令和４年１０⽉２０⽇
岐⾩県郡上市 郡上市総合⽂化センター
主催：郡上市、国⼟交通省中部地⽅整備局



表紙写真提供：郡上⼋幡観光協会



「第８回 中部歴史まちづくりサミット」プログラム 

13:00 開会挨拶 
 郡上市長 <5 分>

 中部地方整備局長 <5 分>

13:10 新規認定都市の紹介 

 津島市長 <5 分>

 浜松市副市長 <5 分>

13:20 郡上八幡の紹介「郡上八幡北町大火からの復興」 

 郡上市教育委員会社会教育課 齊藤知恵子文化係長 <10 分>

13:30 基調講演「歴史まちづくり法の意義・効果と将来」 

 郡上市歴史的風致維持向上計画協議会 会長

後藤 治 氏 <15 分> 

13:45 講演 「重要伝統的建造物群保存地区 選定 10 周年について」 
 文化庁文化財第二課 文化財調査官 大石  崇史 氏  <15 分>

14:00  アトラクション

 郡上おどり<15 分>   郡上おどり保存会 

14:15 パネルディスカッション 
 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：後藤 治 氏

 ﾊ ﾟ ﾈ ﾘ ｽ ﾄ：17 首長・副市長 中部地方整備局長  <135 分>

16:30 記念イベント 

 歴まちフォトコンテスト 2022 各首長賞 発表  <15 分>

 共同宣言（郡上市長） <10 分>

 記念撮影 <5 分>

17:00 閉会 

 司会より



１．基調講演
「歴史まちづくり法の意義・効果と将来」

後藤治氏

２．記念講演
「郡上八幡北町伝統的建造物群保存 重伝建選定10周年について」

文化庁 大石崇史 氏

３．パネルディスカッション
「コロナ禍における歴史的風致を活かした観光まちづくりの在り方」
「まちを‟ブランド化”するシティプロモーション戦略」

新型コロナウイルス感染症
拡大防止対策に関するお願い

新型コロナウイルス感染症対策として、
マスクの着用、入館時の検温・消毒に

ご協力ください。

共催：郡上市、国土交通省中部地方整備局

2 0 2 2年10月20日

13:00～17:00 ( 開場12:00 )

パネリスト 歴史まちづくりに取り組む17都市の首長等

会場│郡上市総合文化センター

コーディネーター

QRコード 又は https://forms.office.com/r/8j4ma0YwCj より
申込フォームにアクセス ※Microsoft Formsに接続されます

1回につき5名までお申し込みが可能です
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TEL

中部地方整備局 建政部 計画管理課

先着順 定員になり次第締切りとさせていただきます
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間

10月3日(月)0:00 から 13日(木)23:59まで

052-953-8571
※お申し込みの際にいただいた個人情報は、当サミットのためだけに使用し、その他の目的に使用することはありません。

入場無料・事前申込制 先着100名様

アクセス 長良川鉄道 郡上八幡駅 徒歩20分
東海北陸自動車道 郡上八幡IC 下車5分
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13:10 新規認定都市紹介 津島市・浜松市

14:00 アトラクション 郡上おどり保存会

13:00 開会挨拶

後藤治氏 工学院大学 理事長・総合研究所 教授
郡上市歴史的風致維持向上計画協議会 会長

Profile 1960年 東京都生まれ。東京大学大学院工学系研究科建築学専攻博士課程中退。博士（工学）。一級建築士。
文化庁文化財保護部建造物課文部技官、同文化財調査官、工学院大学助教授、同教授を経て現職。
専門は、日本建築史、歴史的建造物の保存修復。
主な著書に『建築学の基礎6 日本建築史』共立出版、『都市の記憶を失う前に 建築保存待ったなし！』白揚社（共
著）、『食と建築土木』LIXIL出版（共著）、『論より実践 建築修復学』共立出版など。

共同宣言・歴まちフォトコンテスト2022各首長賞発表

17:00 閉会挨拶

16:30 記念イベント等

14:15 パネルディスカッション

13:45 記念講演

13:30 基調講演

歴史まちづくり法の概要や歴史まちづくり認定都市
の取り組み等について掲載しているほか、各都市の
観光情報も掲載しています。

中部地方整備局webサイト 日本まんなか歴まち協議会公式Instagram

歴史まちづくりに取り組む都市の魅力やイベント
情報などを写真等で紹介しています。

コロナ禍における歴史的風致を活かした観光まちづくりの在り方

まちを‟ブランド化”するシティプロモーション戦略

小坂喬峰
恵那市長

櫻井義之
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岡崎市長

長田繁喜
浜松市副市長

コーディネーター 後藤 治氏

プログラム

谷山拓也
岐阜市副市長

堀部勉
美濃市副市長

国土交通省中部地方整備局 建政部 計画管理課
052-953-8571
cbr-keikakukanri@mlit.go.jp

郡上市役所 建設部 都市住宅課
0575-67-1814
toshi-jutaku@city.gujo.lg.jp MAIL

TEL

MAIL

TEL

お問合せ

※高山市副市長も
登壇予定

大石崇史氏 文化庁 文化財第二課 伝統的建造物群部門 文化財調査官

13:20 郡上八幡の紹介 【郡上八幡北町大火からの復興】

※写真掲載は計画の認定順

※写真掲載は計画の認定順



目次

○ 基調講演 「歴史まちづくり法の意義・効果と将来」・・・ １

郡上市歴史的風致維持向上計画協議会 会長

工学院大学 理事長・総合研究所 教授 後藤 治 氏

○ 中部地方整備局管内における歴史的風致維持向上計画の認定を受けた

各市町の取組

高山市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７

亀山市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１

犬山市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５

恵那市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０

美濃市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５

明和町・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９

岐阜市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３３

郡上市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３７

名古屋市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４１

伊賀市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４５

岡崎市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０

三島市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５４

掛川市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５８

伊豆の国市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６２

下田市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６５

津島市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６９

浜松市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７３

○ 記念イベント 国指定重要無形民俗文化財「郡上おどり」・・・・・７７

○ 第８回中部歴史まちづくりサミット 共同宣言・・・・・・・・・・７８



1



2



3



4



5



6



高山市

歴史と伝統文化が息づくまち

高山市①

高山市の概要

高山市は岐阜県の北部、飛騨地方の中央に位置す
る日本一広い自治体で、面積は2177.61㎞²、人
口は約8万5千人である。
豊臣秀吉の命によって約440
年前に飛騨を平定した金森
長近が、商人の経済力を重
視した高山城下町を形成して
以来、高山は、京文化や江戸
文化を取り入れながら飛騨の
政治、経済の中心地として栄
え、その長い歴史の中で様々
な伝統文化を育んできた。
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高山市②
主な歴史的風致

１．城下町の地割 ２．高山祭の屋台行事

３．東山寺院群 ４．飛騨匠の技と心
金森氏により、城
下町の東の山裾に
建立・移築された
数々の寺院が今も
残り、松倉絵馬市
をはじめとする年
中行事が脈々と受
け継がれている。

古代に、飛騨の優
れた木工技術者を
都へ派遣するよう
定めた全国唯一の
制度があり、その
技術や感性は伝統
工芸などに受け継
がれている。

金森時代の地割が
今も残る旧城下町
には、江戸時代の
面影を残す町家が
建ち並び、そこで
発展した様々な伝
統文化が今に継承
されている。

高山祭は江戸時代
の初め頃を起源と
し、屋台組の人々
の強い思いと誇り
によって、絢爛豪
華な23台の屋台が
今も保持され、祭
礼行事を彩る。

高山市③

歴史まちづくりの主な取組み

１．歴史的建造物活用整備事業

歴史的建造物の保存・活用を図るため、町家等
の修理・修景を行い、地域の歴史的風致の核と
なる施設として整備。

8



高山市④

２．無電柱化事業

町並み景観を阻害している電線等を地中化する
とともに、車道、側溝等について美装化。

高山市⑤

３．建造物修景補助事業

市街地景観保存区域内の建造物や景観重要建造
物の外観修景等に要する経費を助成。

9



高山市⑥

４．担い手支援事業

伝統行事の継承に関するアンケートにより、
新型コロナウイルスの影響や担い手不足の
現状と望ましい対応策の把握を行った。

高山市⑦

５．町並み歩行空間創出事業

景観に配慮した歩行空間や外縁部駐車場からの
誘導ルートを整備。
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亀山市

日本の東西を結ぶまち

亀山市①

亀山市の概要

亀山市は、三重県の中北部に位置し、県内
の主要都市である津市や四日市市、鈴鹿市
からは20キロメートル圏内に、名古屋市か
ら約50キロメートル、大阪から約100キロ
メートルに位置しています。

亀山市の歴史は古く、伊勢国の鈴鹿関は、
越前国の愛発、美濃国の不破とともに古代
三関と呼ばれ、都と東国を結ぶ交通の要
衝として栄えてきました。

〇人口 49,723人（令和元年10月1日現在）

〇総面積 191.04平方キロメートル
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亀山市②

亀山宿、関宿、坂下宿
亀山宿は、東海道の江戸から数えて４６番
目の宿で、伊勢亀山藩の城下町であった。

関宿は、東海道の江戸から数えて４７番目
の宿で、家数６３２戸、人口１９４２人で、
本陣２、脇本陣２、旅籠屋４２があったと
ある。宿場は、東西１.８㎞、約２００棟
の伝統的建造物が残る。

坂下宿は、東海道の江戸から数えて４８番
目の宿で、家数１５３戸、人口５６４人で、
本陣３、脇本陣１、旅籠屋４８があったと
ある。全戸数に対する旅籠の割合は３４％
と箱根宿の４５％に次ぐ高率で、大いに賑
わったようである。

家数５６７戸、人口１５４９人で、本陣１、
脇本陣１、旅籠屋２１があったとある。

亀山市の歴史的風致の維持及び向上に関する方針

○亀山市の維持向上すべき歴史的風致
亀山市は、東海道・大和街道・伊勢別街道などにより、「東西文化の接点」として多くの旅人たちを迎えてきた。旅人たちによってもた
らされた様々な文化の中で、亀山の気候風土や慣習に合ったものがこの地に根付き、長い年月の中で少しずつ姿を変えながら現在の亀山
市固有の歴史的風致を形づくっている。亀山市の歴史的風致は、そこに生活する人々と往来する人々の相互の交流によって生まれ、育ま
れ、今に伝え受け継がれてきた「街道文化」そのものであるといえる。

①東海道53次
関宿周辺地域

②亀山宿・亀山城
を中心とした地域

傘鉾「関の山車」 鳥居のお木曳き鈴鹿馬子唄

鈴鹿馬子唄の舞台と
なる鈴鹿峠道 旧亀山城多聞櫓

旧城内で伝承され
る心形刀流武芸形

野村一里塚東の追分 一の鳥居

(鈴鹿
峠）

関宿の町並み

亀山市③
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亀山市④
亀山城の整備（江戸時代の姿に復原）

平成１９年４月 地震により崩落した石垣

明治３０年以降繰返し改変された多門櫓

平成２３年６月 土居として復旧復原

平成２５年 １８世紀後半の姿に復原

亀山市⑤

亀山城下町と亀山宿の整備

修理後（平成25年度）加藤家主屋 修理前

旧佐野家住宅 修理前 修理後（平成27年度）
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亀山市⑥

関の山車会館オープン

市の有形・無形民俗文化財である「関の山車（やま）」の保存や祭ばやしなどの
伝承活動の拠点として、「関の山車会館」を開館しました。地元保存団体がおは
やしの演奏を披露する場としても活用しています。

亀山市⑦

JR加太駅舎の整備
令和４年４月１日（金）に地域住民の地域活動拠点「加太サロン」として、ＪＲ
加太駅舎をリニューアルオープンしました。
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犬山市

～本物を求めて犬山へ～

犬山市①

犬山市の概要

○市制施行
昭和29年4月1日（犬山町、城
東村、羽黒村、楽田村、池野
村の5町村が合併）

○人口
人口72,875人
（令和4年8月31日現在）

○位置
愛知県の最北端に位置し、名
古屋市、岐阜市まで電車で25
分、名神・東名高速道路小牧
インターチェンジから11km

○面積
74.97平方km
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犬山市②

犬山市の歴史と文化財

犬山は、木曽川によって運ばれた砂や礫の堆積した木曽川扇状地の
扇頂部に位置し、その肥沃な環境によって縄文・弥生時代から人々の
暮らしが営まれ、水陸の交通の要所として発展してきた。
天文６年に犬山城が築城し、時代とともに整備された犬山城下町に

は名古屋城と犬山城を結ぶ犬山街道が整備され、人々の往来で賑わっ
た。犬山城下町地区には、犬山城天守や茶室如庵などの国宝、ユネス
コ無形文化遺産の犬山祭をはじめ、伝統的な町家と町並みや歴史的・
文化的に価値の高い町割りや木戸跡などが数多くの歴史文化資源が残
されている。

犬山市③

観光客数の推移
令和3年度の犬山城登閣者数は、コロナ禍ではあるが対前年度比
22.9%増の297,882人である。R4年度８月の犬山城登閣者数は
42,150人であり、令和元年度8月の49,040人に迫る人数を記録してい
る。
このことから、入場登閣者数はコロナ禍以前の増加傾向に戻りつつ

あると言える。
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犬山城登閣者数の推移

令和元年度2/29~3/31、令和２年度4/1～5/31、令和3年度8/28～9/30は
新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け閉城している。

16



犬山市④

歴史まちづくりの方針及び特徴
～体制の変化～

○犬山市歴史的風致維持向上計画実現のために、まちづくりと文化財
の保存伝承を同じ部署で一括して行う必要があると判断。

○平成21年4月より、教育委員会に「歴史まちづくり課」を新設した。

都市整備部
○建築課
①景観

○都市計画課
①都市計画・まちづくり
②施設管理

教育委員会
○生涯学習課
①伝統文化の継承
②文化財保護

都市整備部
○都市計画課
①景観
②都市計画
③まちづくり

教育委員会
○歴史まちづくり課
①伝統文化の継承
②文化財保護
③歴史的風致維持向上計画
重点区域のまちづくり

④施設管理

以前の体制 計画策定後の体制

犬山市の維持向上すべき歴史的風致

犬山市⑤

01.犬山祭にみる歴史的風致

02.犬山城と町衆文化にみる歴史的風致

03.木曽川周辺にみる歴史的風致

05.石上祭にみる歴史的風致

江戸時代の武士や商人たちの暮らしぶりを想像させる町家
が点在する城下町。そこで繰り広げられる犬山祭では、町民
たちの結束力によって車山の曳き廻しやからくり奉納が行わ
れ、歴史的な町の趣を一層際立たせる。

幾多の廃城の危機を乗り越えてきた犬山城。城主と町民に
よって生み出された町衆文化とともに、今も人々に愛され、
その心が受け継がれている。

人々は昔から木曽川の恩恵と自然が生み出す癒やしを受け
ながら生活してきた。それは350年以上続く木曽川うかいの
継承とともに、今も変わらぬ伝統の風景である。

犬山はその肥沃な土地と自然環境により、古代から人々の
暮らしが営まれ、数多くの古墳が造られた。今もその多くが
残されており、それを守ろうとする人々の活動とともに、犬
山の歴史を伝えている。

年に一度、尾張冨士に力自慢が結集し山の頂上に巨石を上げ
る石上祭。頂上に積まれた数千の石や参道の献石群には、先
人たちの尾張冨士に寄せた祈りが刻み込まれ祭を継承する町
民の活動とともに、自然と神社と地域とが一体となった歴史
的風致を伝えている。

04.古代『邇波』地域の古墳群とその周辺にみる歴史的風致

06.地域の祭礼にみる歴史的風致

「豊かなもりのまち」犬山には、里山や田園などの自然
が豊富にあり、その自然に感謝し、自然と共生していく中
で始められた慣習や祭礼が今も各地で継承されている。
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犬山市⑥

主な取り組み
○ 道路美装化・電線類地中化事業

城下町地区の景観をよくするため、平成17～21年度にかけて道路の美装化と電線類の地中
化を実施した。

美装化前 美装化後

○ 国登録文化財等修理助成事業
重点区域内にある国登録有形文化財(建造物)や伝統的建造物を歴史的風致形

成建造物に指定し、修理費の一部助成を行うことにより地域の歴史資産として
保全を進めている。

修理前 修理後

犬山市⑦

主な取り組み

○ 福祉会館解体事業
城下町に位置する景観阻害物件福祉会館の解体を行った。

解体前
解体後
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犬山市⑧

これまでの主な成果と今後の展開

１. 城下町の景観の改善

城下町内の電線地中化及び道路美装化や歴
史的建造物の修理・修景に対する助成、旧
犬山市体育館の撤去等により、目に見える
形で景観の改善がなされ、歴史的風致の向
上が図られた。

２．官民一体となったまちづくりの展開と後継者育成

歴史的建造物や地域の祭礼行事を継承し、
歴史的風致の継続的な維持向上を図るた
め、官民一体となった取り組みを推進し、
さらに、行政と地域が連携して、伝統文化
を受け継ぐ後継者を育成していく。

19



恵那市
人・地域・自然が輝く交流都市

恵那市岩村町本通り（重要伝統的建造物群保存地区）

恵那市①

恵那市の概要

○位置
岐阜県南東部に位置し、愛知県と
長野県に隣接した、豊かな自然に
恵まれた地域
○人口

47,982人（令和４年４月１日現在）
○面積

504.24ｋ㎡
○交通
ＪＲ中央本線、明知鉄道、中央自動
車道、名古屋市の中心部からおよそ
60ｋｍ
○観光
恵那峡、城下町岩村、岩村城跡、
日本大正村
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武並神社(国重要文化財)や中山道大
井宿では、武並神社例大祭や七日市

が町並みとともに受け継がれている。

恵那市②

○中山道大井宿村の歴史的風致

○寒天製造の歴史的風致

寒天の乗った寒天

棚が山岡の冬の風

物詩となっており、

伝統の技によって

山岡の細寒天は受

け継がれている。

明智町は、「日本大正村」

として多くの歴史的建造物

を残している。八王子神社

の例祭等の祭礼は、町の

繁栄とともに盛大となり、

現在まで受け継がれてい

る。

○中馬街道・明知の歴史的風致 ○祭礼の奉納行事における歴史的風致

農村集落では、太鼓

や獅子舞等の様々

な奉納行事や、地歌

舞伎といった伝統芸

能が受け継がれて

いる。

武並神社例大祭 七日市

寒天干場の風景 八王子神社の例祭 地歌舞伎

○城下町岩村の歴史的風致

主要部分が重要伝統的建造物群保存地区に選定されている岩村町は、岩村城を

中心に繁栄した。現在でも岩村町秋祭行事（県重要無形民俗文化財）が町並みと

ともに受け継がれている。

屋敷町屋分間図

岩村町秋祭行事

本通りの町並み

恵那市の維持向上すべき歴史的風致

恵那市③
重点区域

○城下町岩村地区

岩村町は岩村城跡の山麓に旧城下町を母体とする市街地が展開しており、主要部分が重要伝統的建造物群保存地区に
選定されている。沿道には歴史的建造物が多くみられ、県・市指定文化財も恵那市内で特段に多い地区である。

【岩村町本通り】
延長1.3ｋｍの町並みで
あり、建築物186件、工
作物 23件が伝統的建
造物に選定されている。
本通りをねり歩く岩村町
秋祭行事の神輿渡御行
列の構成は衣装・道具と
もに江戸時代からほぼ変
化がないものと考えられ
る。

【岩村城跡】
岩村城は「日本100名城」
に選定されている名城で
ある。城は江戸諸藩の府
城の中でもっとも高い所（
標高717ｍ）に築かれた。
霧の湧き易い気象までも
城造りに活かされており
別名「霧ヶ城」ともよばれ
る。

○宿場町大井地区
大井町は、武並神社本殿や中山道46番目の宿場町である大井宿を含む地区であり、往来の中山道の賑わいの面影を
とどめている地区である。

【中山道大井宿】
大井宿は中山道46番目
の宿場で、美濃16宿中随
一の繁栄を誇っていた。

【武並神社】

武並神社は大井宿村だ
けでなく近隣諸村が崇敬
する神社であった。例大
祭は街を挙げてのお祭り
であり、この後に稲刈り
になるという年間生活の
節目になっている。
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恵那市④

宿場町大井地区での取組
明治天皇大井行在所整備事業
修復・改修し、展示・交流の空間
として活用。地域住民の歴史文化に
対する意識の高揚を図っている。

道路美装事業
宿場町内の道路美装を行い、中山道を明確化し、
視認性及び安全性、町並みの美観が向上した。

案内看板設置事業
文化財を周知し、地域住民の歴史文
化に対する意識啓発及び来訪者の回遊
性の向上を図っている。

大井宿の新しい交流拠点
～中山道明治天皇大井行在所～

明治天皇が、明治13年御巡幸の際に宿泊された家屋を令和元年～２年に大規模改修
（国交省：空き家対策総合支援事業）

行在所正面（左）と御座所（下）

令和３年４月から、御座所等の観覧と市民が自由に無料で使える交流スペースを設置

恵那市⑤
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明治天皇大井行在所の活用事例とPR

・郷土の伝統芸能の魅力を伝え、継承する機会
づくりの場として活用。この他自治会会議、
手芸教室など幅広いイベントで利用されている。

恵那市⑥

①住民主催による歌舞伎体験

・見るだけの文化財施設だけでなく、幅広い世代に
利活用される空間が生まれた。

②高校生を先生にした英会話教室

・大井行在所や中山道に関する情報を掲載
市内外に向けてPRしている。

○PR（大井町の地域情報サイト・インスタグラムを開設）

○活用事例

恵那市⑦

岩村城下町まちなみ保存事業
地区内の歴史的建造物に対し修理修景に助成することにより、滅失・荒廃
といった課題を解決し、まちなみの保護を図っている。

案内看板設置事業・岩村城石垣修復事業
岩村城跡に看板の設置を行い来訪者の回遊性の向上に
寄与した。また、岩村城跡清掃活動に助成を行っている。

城下町岩村地区での取組（１）

祭礼復興事業
岩村町秋祭行事の祭具、衣装に
ついて、修理・交換と不足分の
補助を行った。また、岩村獅子
舞保存活動を行う保存会に対し
て助成を行っている。

文化財の防災
毎年11月頃開催されるいわむら城
下おかげまつりにて、火災予防パ
レード開催し、文化財の防火意識
の高揚を図っている。
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WOMEN'S 
RALLY

城下町岩村地区での取組（２）

恵那市⑧

電線類の地中化とまちなか道路修景事業

来訪者の推移

ＮＨＫ連続テレビ小説「半分、青い。」のロケ地になった
効果もあり、来訪者が約6.6万人（平成22年）から約
33.4万人（平成30年）に増加している。また、岩村本通り
の西街商店街では時代背景である昭和をイメージした
イベントなどが行われている。

公共空間において、電線電柱、標識及び道路舗装など
が歴史的な趣を阻害していた。城下町岩村地区の電線
類の地中化（1,230ｍ）及び道路美装（1,675ｍ）により、
歴史的風致が向上し、町並みの美観が図られた。
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城下町岩村地区 来訪者数

ふくろうまつり ひな祭り

恵那市⑨

歴史的風致の維持及び向上に関する課題

（１）歴史的建築物、町並みの保存に関する課題
（２）文化資源のネットワークの構築及び新たな価値付けに関する課題
（３）伝統行事など地域の歴史文化を支える担い手不足に関する課題

基本方針

（１）歴史資源の魅力の向上及び活用の促進
（２）町並みの整備、保全
（３）歴史的風致に対する市民意識の向上
（４）歴史的風致を維持する伝統文化の担い手の育成
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岐阜県美濃市

和紙とうだつのまち

美濃市①

人口：約１９，５００人

面積：１１７．０１k㎡

う だ つ の
上がるまち

和 紙 の 里

○ 岐阜県のほぼ中央（日本のまん真ん中）に位置する。

○ 1,300年の歴史と伝統を誇る「美濃和紙」の産地であり、江戸時代の商家の繁栄を今

に伝える「うだつ」が数多く残る歴史的な町並みのある、歴史と文化の香り高いまち

長良川
板取川

美濃市の概要
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＜重点区域の名称と面積＞

■ 城下町上有知地区（159ha）

■ 和紙の里牧谷地区（908ha）

美濃市美濃町
伝統的建造物群保存地区

上有知湊
（川湊灯台）

紙漉きの技術研修会 美濃和紙の里会館

■ 城下町上有知地区（159ha）

・伝統的建造物群保存地区
保存修理事業

・伝統的建造物群保存地区
屋外広告物ガイドライン
策定事業

・新旧美濃橋間整備事業
（曽代13号線）

広域的事業

・歴史的風致形成建造物
保存活用事業

・景観に配慮した整備事業

・小倉山城跡・城下町調査
研究事業

■ 和紙の里牧谷地区（908ha）

・美濃和紙の里会館活用事業

広域的事業

・美濃和紙の里環境整備事業

・本美濃紙保存・活用事業

・美濃手すき和紙推進事業

■「うだつの上がる町並み」と周辺景観の維持、活用に関する事業

・ 伝統的建造物群保存地区保存修理事業

補修が必要な家屋等の保存修理・修景

■ 伝統産業の振興に関する事業

・ 美濃和紙の里環境整備事業

手すき和紙関連施設の整備・活用

・ 美濃和紙の里会館活用事業

美濃和紙の里会館の常設展示の拡充と売店機能の強化、ＰＲ

・ 本美濃紙保存・活用事業

本美濃紙の保存継承と啓発活動に対する助成

・ 景観に配慮した整備事業

旧牧谷街道沿い、美濃橋及び川湊公園周辺、美濃

市駅前周辺などの景観整備

み の はし

■ 祭礼行事、民俗芸能等の保護や伝承に関する事業

■ 歴史的風致を生かしたまちづくりに関する事業

・ ふるさと学習普及推進事業

「ふるさと美濃」を知る機会として啓発事業の展開

・重要文化財防災設備改修事業 ・祭礼用具等整備事業

・地域の祭礼等伝承事業 ・ふるさと学習普及推進事業

■ その他の事業（市全域）

祭礼用具の修理

・ 祭礼用具等整備事業

祭礼の山車、山車蔵、用具類等の修理修復に対する費用助成
だ し

美濃市②
重点区域における事業概要

美濃市③
美濃手すき和紙がオリンピックの表彰状に

東京2020オリンピック・パラリンピックの
上位（１位から８位）入賞の選手に授与する
賞状の素材に美濃手すき和紙が使用された。
枚数は１７，６００枚（A3サイズ）である。

岐阜県知事による視察
東京2020オリンピック・パラリンピック

競技大会で使用された表彰状
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美濃市④
美濃紙にみる歴史的風致

奈良時代より1300年あまりの歴史を誇り、伝統的な技法を今も伝えている。
平成26年11月27日に本美濃紙が「和紙:日本の手漉和紙技術」としてユネス

コ無形文化遺産に登録された。

紙漉き

川さらし

ちりとり

叩解

美濃市⑤
重要文化財美濃橋の保存修理

大正５年(1916)に建設された現存する最古の近代吊橋で、重要文化財に指定
されている美濃橋の修復工事が完了し、令和３年３月に供用を再び開始。

美濃橋フォトコンテスト入賞作品

竣工式・セレモニー（テープカット）
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美濃市⑥
旧松久邸・旧須田万右衛門邸を改修

築100年以上の歴史的な建造物である旧松久邸と旧須田万右衛門邸の保
存活用を図るため、民間事業者に貸付け、古民家宿泊施設・和紙販売拠
点として改修し、営業を開始。

旧松久邸外観（改修後） 旧須田万右衛門邸外観（改修後）

美濃市⑦
城下町上有知にみる歴史的風致

平成11年に重要伝統的建造物群保存地区に選定された「うだつの上がる
町並み」では美濃まつりなどの祭礼や多くのイベントが開催されている。

うだつの上がる町並み

美濃和紙あかりアート展

美濃まつり(花みこし)

美濃流しにわか
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三重県明和町

斎王まつり（さいくう平安の杜）

明和町①

明和町の概要
位置
三重県の中央部
西は松阪市、東は伊勢市と隣
接

面積
４１．０４Ｋ㎡

人口
約23,000人
地形
南部は丘陵地帯
中央部から北部は平野
北は伊勢湾に面する。

斎宮跡

史跡斎宮跡
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明和町の維持向上すべき
歴史的風致

明和町は、古くは全域が伊勢神宮の神領となって

おり、古代から中世にかけて、天皇に代わりに伊勢

神宮の天照大神に奉仕するため、歴代天皇の即位

ごとに伊勢に遣わされた「斎王」の御殿とその事務を

取り扱う役所（斎宮寮）からなる「斎宮」が置かれて

いました。近世においては、「斎宮」があった斎宮村

をはじめとした５か村は、伊勢神宮の直轄地（神宮

領）として残り、伊勢神宮と密接なかかわりを持って

発展してきました。

こうした歴史的背景から、斎王制度が廃絶した後

も斎宮の旧跡地では、地域住民による保存顕彰活

動が受け継がれています。また、町内には大淀祇園

祭や有爾櫻神社天王踊りなどの民俗行事が歴史的

建造物と一体となって明和町の歴史的風致を形成し

ています。

斎宮の顕彰と保存に関する歴史的風致

民俗行事に見る歴史的風致

国指定史跡
斎宮跡

大淀祗園祭

宇爾桜神社
天王踊り

明和町②

斎宮の顕彰と保存に
関する歴史的風致

斎王制度が廃絶した後、斎宮の旧跡地であ

る「斎王の森」や「野々宮（竹神社）」は、神聖

な場所として現在も地元住民に守られ、明治

以降の斎宮復興への運動により、史跡指定に

繋がりました。地元住民等は往時の隆盛を

誇った斎宮の様子を目にすることはできない

中で、その姿を皆が思い描きながら、「斎王の

森」や「野々宮」を守り続け、ありし日の「斎宮」

を思い起こして、市街地に眠る歴史を大切に

伝え残すという思いを受け継いでいます。
斎宮成立期と方格地割の位置図

斎王の森 奉祝祭の様子
（昭和２7年撮影）

野々宮（竹神社）

成立期の斎宮

斎王の森

竹神社

方格地割

明和町③

斎宮跡出土品
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明和町④斎宮跡周辺地区事業方針概要図

Ｎ

明和町⑤
史跡公園（下園東区画
広場）整備事業

来訪者を受け入れるための案内休憩所や多目的広場、便

益施設を整備し、歴史資源の説明を行う拠点や散策の起終

点とすることで、歴史的風致を担う地域住民や来訪者の意識

向上を図る。

下園東区画広場整備状況

古代衣装散策体験

31



明和町⑥歴史を楽しむための
環境造り

近鉄斎宮駅史跡公園口整備状況

総合案内看板整備状況 道路案内標識整備状況

散策道整備状況神宮橋整備状況

明和町⑦

ガイドボランティアによる案内

民間や地元の活躍

復元建物のプロジェクションマッピング

近鉄斎王列車

竹神社の花手水

古民家改修
喫茶みのりや
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岐阜市

「信長公のおもてなし」が息づく戦国城下町

史跡岐阜城跡

ぎふ長良川の鵜飼

岐阜市①
岐阜市の概要

○人口 403,119人（R4.9.1現在）

○面積 203.60 k㎡

○市の歴史的風致

岐阜市には、斎藤道三公や織田信長公に

より造られた城や城下町の町割りをはじ

め、江戸時代後期以降の町家や神社仏閣

が数多く残っています。また１３００年

以上の歴史を誇る鵜飼、伝統産業の提灯

や和傘、さらに祭りや渡し舟など人々の

営みが継承され、まちなみの中に本市固

有の歴史的風致が息づいています。
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岐阜市②

維持向上すべき歴史的風致

岐阜市役所

ＪＲ岐阜駅

史跡「加納城跡」

史跡岐阜城跡

▲御望山

▲百々ヶ峰

▲
金華山

名鉄岐阜駅

（１）

（７）

（５）

（４）

（６）

長良川伊自良川

鳥羽川
板屋川

境川

ＪＲ東海道本線
ＪＲ高山本線

名鉄各務原線

名鉄本線

一般国道21号

東海北陸自動車道

岐阜各務原ＩＣ

歴史的風致

国指定文化財

環状線

（２）
(３)

（５）加納天神祭り・岐阜和傘と加納
城下町にまつわる歴史的風致

（６）手力の火祭りと手力雄神社
にまつわる歴史的風致

（７）三輪祭りと三輪神社
にまつわる歴史的風致

（４）小紅の渡しと鏡島弘法
にまつわる歴史的風致

重点区域
名称：金華・鵜飼屋区域
面積：約550ｈａ

（１）長良川鵜飼と鵜匠の家
にまつわる歴史的風致

（２）岐阜まつりと岐阜城下町
にまつわる歴史的風致

（３）岐阜提灯・岐阜うちわと川原町
の町屋にまつわる歴史的風致

岐阜市③

歴史的風致のブランド化 －ぎふ長良川の鵜飼－

1300年以上の歴史を持ち、宮内庁式部職である鵜匠が伝統衣装に身を包み、鵜を自在に操
る伝統漁法「ぎふ長良川の鵜飼」の多様な観覧方法による鵜飼の魅力づくりを進めています。

通常の観覧船による鵜飼観覧のほか、高級観覧船による観覧や川岸に係留した観覧船から
手軽に鵜飼を楽しむ「水上座敷」があります。

高級観覧船（白月）外観

高級観覧船（白月）船内 水上座敷
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岐阜市④

国史跡岐阜城跡
（金華山すべてが巨大な城）

歴史的風致のブランド化 －史跡岐阜城跡の発掘調査－

復興天守

山麓部信長公居館跡長良川

山上部の発掘調査で
確認した石垣

信長公居館跡から出土した金箔瓦
（右は復元）

織田信長公が天下統一の拠点とした城として知られている史跡岐阜城跡は、金華山全てが
巨大な城であることが判明しています。

また、金華山山麓部の調査では、信長公居館跡の建物の屋根を飾った金箔瓦などを確認し、
山上部の調査では、様々な時代の石垣を確認しています。

岐阜市⑤

山麓部では、信長公居館跡の発掘調査で判明した庭園の復元整備を行います。
あわせて、岐阜公園では、にぎわいを創出するため、民間活力を活用した整備を進めて

いきます。
山上部では、計画的に樹木を伐採することで、山城らしい景観を復元していきます。

歴史的風致のブランド化 ー史跡岐阜城跡の環境整備ー

整備イメージ図
（山麓部千畳敷エリア及び岐阜公園地区内苑）

施工事例
（岐阜公園御手洗池）

整備イメージ図
（山上部復興天守周辺）
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岐阜市⑥

岐阜市の魅力を広く発信するため、「岐阜市プロモーション大使」を任命して、強く情報を
発信しています。

また、巨大な満月に岐阜城のシルエットがすっぽりと納まってしまう名画のような景色を
題材にしたデザインのポスターを作成し、岐阜市の魅力を発信しています。

PRポスター「月と岐阜城」

ブランドの周知・ＰＲ

撮影者(小林淳）

岐阜市出身のフリーアナウンサー鷲見玲奈さんが
「岐阜市プロモーション大使」に就任

岐阜市⑦

市内の代表する45社の協賛により、毎年開催している恒例のイルミネーションなどの
イベントの演出に「岐阜和傘」、「岐阜提灯」を使用し、伝統的工芸品が持つ繊細な優美さ
をＰＲしています。

ブランドの周知・ＰＲ

「駅とまちを光でつなぐ杜のイルミネーション」

信長公自慢の風景（濃尾平野を一望する山上からの大パノラマ）

人と人を繋ぐ灯りのみち「ぎふ灯り物語」
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郡上市
豊かな自然と歴史文化資源を活かした観光まちづくり

市民も来訪者も共に感じる幸せ『観光（感幸）立市郡上』

郡上市は、日本そして岐阜県のほぼ
中央部に位置し、東部は下呂市、北部
は高山市、西部は関市と福井県大野市、
南部は美濃市、関市に接しています。
郡上市の地勢は、南端の最低海抜地

が110m、北端の最高海抜地が1,810m
と高低差が大きく、市域の約9割を森林
が占めており、北部の清流長良川源流
に「ひるがの高原」・「上野高原」が、
東部の明宝に「めいほう高原」が広がり、
雄大なロケーションとなっています。
さらに、長良川、和良川、石徹白川

などの一級河川が24本あり、美しく豊
かな水に恵まれています。

【人口】39,307人 【世帯】15,369世帯(令和４年9月1日)   【面積】1,030.75k㎡

市の魚：アユ、市の花：こぶし、市の木：もみじ

みんなで考え、みんなでつくる郡上 ～ずっと郡上もっと郡上～

郡上市①
郡上市の概要
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郡上市②

水のまち郡上八幡

郡上踊

城下町の大神楽

長滝白山神社と長滝の延年

白山神社と寒水の掛踊

九頭の祭 明建神社と七日祭

重点区域
「城下町郡上八幡地区」

歴史的風致の分布
■水のまち郡上八幡にみる歴史的風致
■郡上踊にみる歴史的風致
■城下町の大神楽にみる歴史的風致
■長滝白山神社と長滝の延年にみる歴史的風致
■明建神社と七日祭にみる歴史的風致
■白山神社と寒水の掛踊にみる歴史的風致
■九頭の祭にみる歴史的風致

郡上市の維持向上すべき歴史的風致

市民も来訪者も共に感じる幸せ『観光（感幸）立市郡上』

城下町の大神楽にみる歴史的風致
郡上八幡市街地の神社では、城下町の歴史とともに祭礼が継承されてきました。2日間に亘る春祭りの祭

礼は、住民自らが演じ参加し、歴史を感じながら、町並みと住民の一体感を感じることができる営みです。
郡上八幡に春の到来を告げる祭礼では、大神楽が城下町の町家群を練り歩きます。

郡上市③

みんなで考え、みんなでつくる郡上 ～ずっと郡上もっと郡上～

岐阜県重要無形民俗文化財（昭和48年）

岐阜県重要無形民俗文化財（昭和55年）

岐阜県重要無形民俗文化財（平成9年）
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水のまち郡上八幡にみる歴史的風致
郡上八幡市街地では、水を大切にしみずと向き合う人々の活動により至る所で多様な水利用形態をみることが

できます。目で見て感じる水の透明感、肌で感じる水と風の清涼感、耳にする流水の水音が、伝統的な町家建築
による町並みと合わせて人々の暮らしの息づかいを感じます。
今もなお、近世に整備された水路が町中に巡らされ、水源に応じた豊富な水利用施設が、飲用、防火、融雪な

ど様々な形態で利用され、これらの多くは近隣数軒の共同で管理されています。

郡上市④

洗い場 水屋 井戸

名水百選宗祇水

いがわこみち
（島谷用水）

郡上本染防火バケツ

市民も来訪者も共に感じる幸せ『観光（感幸）立市郡上』

郡上踊にみる歴史的風致
城下町を会場に、毎年7月中旬から9月上旬にかけて約30夜にわたり開催される郡上踊は、お囃子も踊りも異

なる10種の曲目があります。神社仏閣や城下町の通りで踊られていた盆踊りを、大正11年設立の郡上踊保存会
により、体系化しながら継承されてきました。
城下町の町並みと郡上踊は、住民により脈々と受け継がれてきたものであり、郡上八幡の夏を伝える代表的な

風景となっています。薄明かり中、縁日や祭礼が厳かに行われた後、唄やお囃子に合わせて踊る人たちの一体感
は、お囃子と踊りと歴史的な町並みが溶け込んで生み出される歴史的風致です。

郡上市⑤

神事

手拭い

踊下駄

みんなで考え、みんなでつくる郡上 ～ずっと郡上もっと郡上～

39



郡上市⑥
これまでの主な取り組み①

市民も来訪者も共に感じる幸せ『観光（感幸）立市郡上』

都市再生整備計画事業（H27～R3）

郡上市歴史資料館整備事業

建物外観 展示室

郡上八幡駅周辺整備事業

建物外観 展示室

整備前 整備後

■防災設備整備事業（耐震性貯水槽）
■道路修景整備事業（道路美装化）
■無電柱化整備事業（電線共同溝）
■ポケットパーク整備事業
■積翠荘跡地利用整備事業（交流施設）
■市街地交通対策事業

主な事業

整備前 整備後
無電柱化整備事業

道路修景整備

積翠荘跡地利用整備事業
（郡上八幡まちなみ交流館）

郡上市⑦

みんなで考え、みんなでつくる郡上 ～ずっと郡上もっと郡上～

今後の展開

これまでの主な取り組み②
伝建事業

伝統的建造物群基盤強化事業
■修理修景事業
■防災事業（耐震性貯水槽、消火栓、案内板）

主な事業

今後の展開としては、令和４年１２月から郡上八幡のシンボルである郡上八幡城の耐震補強工事を予定しています。また、
引き続き伝建地区内の建造物の修理・修景を行い、歴史的な町並みの保全に努めます。その他にも、老朽化した舗装への対
応として、道路美装化事業を実施し、住民はもとより、観光客の皆さまの安心・安全に努めます。

伝建地区案内板 景観に配慮した意匠の消火栓

耐震性貯水槽

郡上良良ちゃん

整備前 整備後
修理・修景

郡上八幡城 老朽化した舗装伝統的な町家建築
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名古屋市

「語りたくなるまち名古屋」の実現を目指して

名古屋市①

人口 2,326,167人

世帯 1,142,595世帯

面積 326.45km2

(令和4年9月1日現在）

名古屋市の概要
名古屋は、古くは地方勢力の拠点として、

江戸時代は御三家筆頭である尾張徳川家の城

下町として、また近代以降は我が国における

経済産業の一大拠点として発展しました。

こうした歴史を背景に、戦災から免れた貴

重な歴史資産をまもり・いかし・つなぐため、

平成23年7月に「名古屋市歴史まちづくり戦

略」を策定するとともに、平成26年2月に

「名古屋市歴史的風致維持向上計画」の認定

を受け、身近に歴史が感じられるまちづくり

に取り組んでいます。

名古屋市歴史まちづくりPRキャラクター
歴まちくんとおとも

名古屋市は、地理的に日本のほぼ中央に位置し、中部圏の

中枢都市としての役割も期待されています。

2026年のアジア競技大会の開催や、その先に控えるリニア

中央新幹線の開業を見据え、魅力と活力にあふれるまちづく

りが求められています。
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名古屋市②
名古屋市の主な歴史的風致

①名古屋城と名古屋城下町を
舞台に展開した祭礼に
見られる歴史的風致

②熱田神宮等に見られる
歴史的風致

③尾張氏ゆかりの地、志段味に
見られる歴史的風致

④堀川・四間道界隈に見られる
歴史的風致

⑤街道や城下町の周辺地域等に
見られる歴史的風致

⑥大都市名古屋の発展過程に
見られる歴史的風致

名古屋市③

名古屋城の整備

歴史まちづくりの主な取組み

重要文化財等展示収蔵施設
「西の丸御蔵城宝館」

復元された本丸御殿
（玄関・車寄）

「特別史跡名古屋城跡保存活用計画」に基づき、石垣の修復、旧本丸御殿障壁画の保存修
理、二之丸庭園の保存整備を進めています。
戦災で焼失した本丸御殿は、約10年に及ぶ復元工事を経て、平成30年6月に整備事業が

完了し、全体公開を開始しました。
また、令和3年度には重要文化財等展示収蔵施設「西の丸御蔵城宝館」を開館しました。

復元された本丸御殿障壁画
竹林豹虎図 （玄関一之間東側）

42



名古屋市④
歴史まちづくりの主な取組み

歴史的町並みの保存

歴史的町並みが残る有松、白壁・主税・橦木、四間道、中小田井の4地区を町並み保存地
区に指定し、地区内の建造物の修理・修景等に対して補助を実施しています。
また、有松地区は平成28年7月に重要伝統的建造物群保存地区に選定され、平成２９年度

より伝統的建造物群保存地区保存事業による修理修景事業を開始しました。

伝統的建造物群保存地区保存事業における実施例（修理）

町並み保存事業における実施例（修景）

トタン張りとなって
いた外壁を板張りへ
復元的修理

町並みにあわせた
店舗の新築修景

名古屋市⑤
歴史まちづくりの主な取組み

歴史の里整備事業 「歴史の里 しだみ古墳群」は、古墳時代を通じて造られた古墳
が良好に遺存している愛知県を代表する古墳の密集地

■勝手塚古墳地区

■東谷山山頂３古墳地区

■東谷山白鳥古墳

■大塚・大久手古墳群地区

体感！しだみ古墳群ミュージアム

■白鳥塚古墳地区

H31.4.1
OPEN

43



名古屋市⑥
歴史まちづくりの主な取組み

歴史的建造物の登録・認定

鬼頭勘兵衛宅長屋門
（登録地域建造物資産）

爲三郎記念館
（認定地域建造物資産）

市内に残る身近な歴史的建造物について、地域建造物
資産として登録・認定し、技術的・経済的支援を実施し
ています。
令和4年3月末時点で、登録・認定の累計件数は299件

となっています。

制度イメージ

岡家住宅の取得

名古屋市⑦

愛知県指定有形文化財である「伊藤家住宅」は、
四間道町並み保存地区を代表する歴史的建造物で
す。地域の共有財産として周辺界隈の賑わいやま
ちづくりに寄与する公開施設として活用する目的
で、令和2年度に「伊藤家住宅」を取得しました。

令和元年5月に日本遺産の認定を受けた有松に
おいて、日本遺産ガイダンス施設として活用を行
うため、令和3年度に「岡家住宅」を取得しまし
た。

伊藤家住宅の取得

近況報告

伊藤家・岡家ともに保存
活用計画を策定し、活用
に向けて検討を進めてい
ます。
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伊賀市

～歴史的風致を活かしたまちづくり～

文化薫る歴史のまち～秘蔵の国

国史跡上野城跡の高石垣 上野天神祭のダンジリ行事

伊賀市①

伊賀市の概要

・大阪から60キロ、名古屋から80キロと２大都市圏のほぼ中間に位置します。

・名阪国道とＪＲ関西本線・草津線、近鉄大阪線、伊賀鉄道が通っています。

・面積 約558㎢ 市域の約62％が森林 約14％が農用地、約５％が宅地

・人口 ８７,６１２人 世帯数４０,５４４世帯（令和４(2022)年８月３１日現在）

・平成16(2004)年１１月１日に上野市、阿山郡伊賀町、島ヶ原村、阿山町、大山田村、

名賀郡青山町の６市町村が合併して誕生しました。
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伊賀市②
伊賀市の歴史的風致維持向上計画
平成２８年５月１９日 認定

１３の維持向上すべき歴史的風致

①上野天神祭にみる歴史的風致

②芭蕉顕彰と俳句文化にみる歴史的風致

③伊賀組紐にみる歴史的風致

④城下町の和菓子店にみる歴史的風致

⑤神戸神社と伊勢神宮のつながりにみる歴史的風致

⑥敢國神社の獅子舞にみる歴史的風致

⑦観菩提寺の修正会にみる歴史的風致

⑧鸕宮神社の秋の例大祭にみる歴史的風致

⑨春日神社長屋祭にみる歴史的風致

⑩植木神社の祇園祭にみる歴史的風致

⑪伊賀焼にみる歴史的風致

⑫大村神社例大祭にみる歴史的風致

⑬かんこ踊りにみる歴史的風致

伊賀市③

・修正会の頭屋の
集落範囲と練り込
み経路、鸕宮神社
の秋の例大祭の巡
行経路を勘案し、
それらと大和街道
島ヶ原宿の区域を
包含する。
・河川、道路等の
地形や集落の字界
等を基本とする。

観菩提寺と
大和街道島ヶ原宿

上野城下町

・４つの歴史的風致の重な
りをもとに、城下町絵図の
旧城下町の区域を基本とす
る。
・伊賀市景観計画の「城下
町の風景区域」と整合させ
る。
・中心市街地活性化基本計
画の区域を包含したより広
い区域。

大村神社と
初瀬街道阿保宿

・初瀬街道沿道水路と、そ
の裏側の通路「ひやわい」
の風情を残す道の範囲
・祭礼の巡行経路を包含
・大村神社を含み眺望景観
を勘案

３つの重点区域
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伊賀市④取り組み紹介１
芭蕉翁生家施設改修整備事業

市指定史跡芭蕉翁生家の保存と利活用を図るため、建物の保
存修理を行うとともに耐震補強や庭の整備を実施しました。

伊賀市⑤取り組み紹介２
伊賀流空き家バンク事業
市内の空き家情報をストックし、貸したい人、借りたい
人、地域内の不動産業者等の連携により空き家の有効活
用を図っています。

文化財や歴史的な建造物をリノベーションし、分散型ホテル
として「NIPPONIA HOTEL（ニッポニアホテル）伊賀上野城
下町」を令和２年(2020)11月1日から開業しています。

古民家等再生活用事業
KANMURI
(かんむり)
棟(フロン
ト棟)～国
登録有形
文化財

KOURAI(こう
らい)棟～歴史
的形成建造物

MITAKE(みたけ)棟
～歴史的な建造物
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伊賀市⑥取り組み紹介３
道路美装化事業(上野城下町区域)

上野天神祭におけるだんじり及び鬼行列の巡行路線を中
心に、道路の脱色アスファルト舗装及び側溝改修を行な
いました。

市道農人町八幡町線(施工後) 市道農人町八幡町線(施工後)

市道小田西明寺線(施工後) 市道小田西明寺線(施工後)

取り組み紹介４
上野公園園路整備事業

上野公園（国史跡上野城跡と重複）内において、全
ての人が歩きやすい園路整備のため、景観に配慮し
た洗い出しコンクリートや御影石を用い舗装を行な
いました。

伊賀市⑦
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伊賀市⑧
取り組み紹介４
上野天神祭のダンジリ行事民俗文化財伝
承・活用等事業（保存事業）
重要無形民俗文化財上野天神祭のダンジリ行事に使用する
用具等の修理、復元新調等を実施しています。

前水引幕
（元幕）

復元新調した
前水引幕

福居町楼車「三明」前水引幕復元新調事業
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徳川家康公生誕の地 岡崎城

乙川での菅生祭の鉾船と花火

岡崎市

～未来へつむぐ 歴史まちづくり～

岡崎市①
岡崎市の概要

人口：約38万5千人
（令和４年8月31日現在）

面積：約387.20 ㎞²

岡崎市は愛知県のほぼ中央に位置する中核市で、
名古屋市から約35㎞の距離にある。
古より交通の要衝として栄え、近世には江戸幕府の礎を築いた、
徳川家康公生誕の地・岡崎城の城下町、東海道の宿場町として発展した。
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岡崎市②

維持向上すべき歴史的風致

 02 滝山寺地区 

 01 岡崎城下及び東海道地区 

額田地区の山里のくらしにみる歴史的風致

東海道を舞台にした信仰・祭礼等にみる歴史的風致

六ツ美地区の稲作儀礼にみる歴史的風致

岡崎城下の三大祭りにみる歴史的風致

家康公生誕の地にみる歴史的風致

郷土食の八丁味噌造りにみる歴史的風致

滝山寺鬼まつりにみる歴史的風致

岡崎市③
主な歴史的風致

１．家康公生誕の地

徳川家康公の生誕地である
岡崎城やゆかりの社寺を始め
とする市街地を舞台に、年中
行事や様々な顕彰活動が展開
され、郷土への愛情や誇りの
源泉となる歴史的風致が形成
されている。

春の風物詩「家康行列」

徳川将軍家の菩提寺「大樹寺」

新たなシンボル「徳川家康公像」
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岡崎市④
主な歴史的風致

２．東海道を舞台にした信仰・祭礼等

華麗荘厳な山車と囃子が鳴り響く
晴れやかな矢作神社の祭礼

五穀豊穣を願う古式ゆかしい
山中八幡宮の「デンデンガッサリ」

旧東海道が通る「籠田公園」

旧東海道を舞台に各地に根
付いた祭礼等の伝統行事が行
われ、松並木や常夜燈、一里
塚、歴史的な風情が残るまち
なみなど当時の面影を残す市
街地と一体となった歴史的風
致が形成されている。

旧東海道

岡崎市⑤
主な歴史的風致

３．滝山寺鬼祭り

三河路に春を告げる「滝山寺鬼祭り」

脈々と継承されている松明作り

重要文化財の滝山寺を舞台
に、源頼朝の祈願に始まると
伝わる鬼祭りが大切に受け継
がれ、周辺の山並みや河川と
一体となった歴史的風致が形
成されている。

杮葺きの楼門「滝山寺三門」
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岡崎市⑥
主な歴史的風致

４．郷土食の八丁味□造り

二夏二冬の長期熟成の天然醸造豆味□

黒壁の蔵並みが続く八帖
地区を舞台に、郷土の味八
丁味□を、昔ながらの伝統
製法により製造する地場産
業の営みが調和する歴史的
風致が形成されている。

旧東海道を挟んで向かい合う老舗２社

黒壁と高石垣の「八丁蔵通り」

岡崎市⑦

●歴史まちづくりに関する市民意識調査の比較

平成26年度（計画策定時）と比較
するため、一部の質問項目を同一
にして市民アンケートを行った結
果、歴史的な資源が豊富だと思う
市民の割合は88％から98.7％に増
加し、取組みの効果がみられる。

●文化財保存活用地域計画の策定

文化財の保存・活用に関する方針と取組み
を取りまとめ、令和３年７月16日に国の認
定を受けた。
この計画により、有形・無形の未指定を含
む地域の歴史文化資産の調査研究に努め、
保存・活用を図っていく。

歴史まちづくりの効果と
今後の展開
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三島市

～せせらぎと祭りと歴史が薫る～

三島市①
三島市の位置と概要

三島市

〇位 置：静岡県の東部に位置し、
品川まで新幹線で最短37分

〇面 積：約62.02 ㎞²

〇人 口：107,665人

〇世 帯： 50,054世帯
（R4年8月31日現在）

【歴 史】
●古代には国府が置かれ地方行政の中心となった。

●鎌倉時代には三嶋大社の門前町として信仰の拠点となった。

●江戸時代には東海道の宿場町として賑わいを見せた。

●古来より、富士山の雪解け水を源とする湧水が各所から
自噴し、水の都として人々の暮らしに潤いを与えてきた。
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三島市②
三島市の維持向上すべき歴史的風致

三嶋大社例大祭とつけ祭り
三嶋大社の諸神事としゃぎり、山
車競り合い、頼朝公旗揚行列等の
市民参加のつけ祭りが一体となっ
た、三島の夏を彩る歴史的風致で
ある。

市街地のせせらぎ
富士山の雪解け水がせせらぐ市街
地では、沿川に設けられたカワバ
タと水神信仰や七月盆の行事など
が水の都らしい歴史的風致を見せ
る。

特徴的な地域信仰
市北部の伊豆佐野地区の「やっさ
餅」をはじめ、各地区の氏神である
神社を中心に特徴的な祭礼が行われ
歴史的風致を形成している。

坂の集落の営み
江戸時代に箱根旧街道沿いに形成さ
れた五ヶ新田では、各集落の神社で
集落成立当時から祭礼等が続いてお
り歴史的風致を形成している。

三島市③
取組み1：歴史的建造物の維持・保全

大正15年に建築された、木造2階建て
の店舗併用住宅で、洋風建築を模倣
したファサードの看板建築。
※三島市初のウイスキー蒸留所とし
て、民間事業者により外観を活かし
たリノベーションを計画中。

室町時代から明治初期まで一般に流
通した日本最古の仮名暦である三嶋
暦を代々発行してきた暦師の館。外
観は起り破風（むくりはふ）の式台
玄関に特色があり、江戸期の関所建
築の面影を見ることができる建築物。

三嶋暦師の館 楽寿館懐古堂ムラカミ屋

明治 23年に小松宮彰仁親王の
別邸として建造された建物。
純日本風高床式数寄屋造で各
部屋は中庭を囲む廻廊で結ばれ
ている。

三島市歴史的風致維持向上計画に基づき「歴史的風致形成建造物」として指定された建築物について、維
持保全を図るために、必要に応じ補修及び修復などを行う。
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三島市④
取組み2：ガーデンツーリズム計画の登録

○これまでの取組み
国土交通省が創設した
庭園間交流連携促進計
画登録制度（通称ガー
デンツーリズム登録制
度）に、令和元年５月

30日、楽寿園をはじめ沼津御用邸記
念公園、秩父宮記念公園、恩賜箱根
公園の４園で構成する「富士・箱
根・伊豆「皇室ゆかりの庭園」が登
録。４園それぞれの魅力紹介、合同
イベントやスタンプラリーの実施、
ＰＲグッズの配布などを展開中。

楽寿園
三島駅のすぐ南に位置する広さ約78,380㎡（東京ドーム1.7個分）の自然豊かな公園。明治維新で活躍さ
れた小松宮彰仁親王が明治23年に別邸として造営。昭和27年７月15日から市立公園として市が管理運営。

○これからの取組み
皇室ゆかりの庭園ＰＲイベント

国土交通省との連携により、引き続き「皇室ゆか
りの４庭園」のそれぞれの見どころなどを季節ご
とに発信するとともに、イベントを実施し、その
魅力のＰＲ活動を行っていく。
（イベント予定：令和４年11月）

三島市⑤
取組み3：日本遺産「箱根八里」の活用

○これまでの取組み
・日本遺産ガイドの育成
・散策地図の制作
・案内・誘導標識の整備
・自転車観光の可能性を探る国土交通省の
社会実験

・外国人記者を招請したファムツアー
・東海道の起点「日本橋」での展示会
（首都圏プロモーション） 等

○これからの取組み
・街道資源を活用した旅行商品造成に向けた各種モニ
ターツアー（食と観光、サステナブルツーリズム等）

・アフターコロナを見据えたインバウンドガイド育成
・「箱根八里」新名物の開発
・民間団体を主体とした事業推進体制の整備 等

持続的で稼げる地域づくりと「箱根八里」の次世代への
継承につなげる。

「箱根八里」の日本遺産認定
「箱根旧街道」の魅力を国内外に発信し、交流促進等による地域の活性化を図るため、箱根八里街道観光
推進協議会（三島市、函南町、箱根町、小田原市）が文化庁に申請し、日本遺産審査委員会による審査を
経て、平成30年5月24日に静岡県で初となる日本遺産認定を受けた。
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三島市⑥
取組み4：山中城跡の保存・活用

○これまでの取組み
平成24～30年度にかけて、堀、土塁、橋等
について、再整備工事を行った。

維持管理費用の一部に充填することを目
的にガバメントクラウドファンディング
を実施し、寄附者には返礼として、普段
は立ち入ることのできない障子掘への潜
入体験を含む山中城の案内を行っている。

山中城跡
山中城は、戦国時代の永禄年間（1558～1570年）までに、小田原に本城をおいた後北条氏によって隣国
駿河や甲斐に対する境目の城として築城された。急峻な斜面に囲まれた自然の要害の地につくられた標高
580メートルに位置する山城で、城の範囲は東西500メートル、南北1,000メートルに及ぶ。

○最近の取組み
ガバメントクラウド
ファンディング

○これからの取組み
山中城跡の調査及び史跡保存活用計画の策定
を行う。

トリップアドバイザー
旅好きが選ぶ！日本の城ランキング2018 第15位

再整備前 再整備後

三島市⑦

・水の苑緑地と清住緑地
を結ぶウォーキング
コースの策定

取組み5：水の郷構想に基づく整備
○水の郷構想
三島市・清水町・静岡県及び民間団体の連携により、両市に点在する富士山の湧水拠点が持つ魅力や

歴史、文化を最大限活用したまちづくりを進める構想。「親水拠点の魅力磨き上げ」と「拠点間連携強
化」の相乗効果による地域の一体化と価値向上を目指す。

○これまでの取組み

・統一デザイン案内看板
設置によるコース整備

【これからの取り組み】
・周遊マップ・パンフレットの作成
・「体験型観光」や「環境教育」の場としての
活用などの新たな価値の創造

・市町の境を超えたネットワークの向上
・地域と連携した観光拠点化

・境川・清住緑地
ビオトープ整備

・丸池公園・親水
公園ゾーン整備

（清水町）

▼拠点間連携強化

▼親水拠点の魅力磨き上げ
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掛川市

歴史・文化・伝統を地域の誇りとして次代に繋ぐ

掛川市①
掛川市の概要

面積：２６５．６９㎢
人口：１１５，９４０人
（令和４年８月末時点）

国道１号バイパス

掛川市役所

東名高速道路 掛川ＩＣ

新東名高速道路 森・掛川ＩＣ

掛川駅
（ＪＲ東海道線・新幹線・天竜浜名湖鉄道）

掛川城
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掛川市②
掛川三城

【東海の名城】
掛川城

・戦国武将たちの覇権争い
遠江支配の拠点

・日本初の木造復元天守
・現存する城郭御殿
・日本１００名城

【難攻不落の城】
高天神城

・難攻不落の名城
・高天神を制する者は遠州を
制する

・徳川家康が築いた高天神六砦
・続日本１００名城

【玉石積みの石垣】
横須賀城

・高天神城攻略の起点として
徳川家康が築城

・今に残る横須賀城下街
・江戸天下祭を今に伝える
三熊野神社大祭

掛川市③
代表的な歴史的風致

【掛川城下の祭りにみる歴史的風致】
・掛川城と城下町の歴史的建造物
・掛川祭

【横須賀城下の祭りにみる歴史的風致】
・横須賀城と城下町の歴史的建造物
・三熊野神社大祭
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掛川市④
代表的な歴史的風致

【事任八幡宮例大祭にみる歴史的風致】
・東海道日坂宿と事任八幡宮
・事任八幡宮例大祭

【高天神城と周辺集落の祭りにみる歴史的風致】
・高天神城跡と周辺集落
・高天神社例大祭、矢矧祭、祇園祭り

【掛川茶の生産にみる歴史的風致】
・茶文字と茶農家住宅
・世界農業遺産「静岡の茶草場農法」

【報徳運動にみる歴史的風致】
・大日本報徳社の建造物
・報徳運動

掛川市⑤
重点区域

掛川城下地区
約169ha

横須賀城下地区
約74ha
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【松ヶ岡（旧山﨑家住宅）保存修理・活用事業】

○計画記載内容
掛川藩御用達を勤めた豪商山﨑家の住宅（松ヶ岡）の修復を行う。また、重要
文化財指定を目指すとともに、地域の発展を伝える施設等として活用していく。

○支援事業名
社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業・街なみ環境整備事業）

掛川市⑥
取組の概要

長屋門

建築物内部の工事の様子

一般公開の様子 小学生がメッセージなど
を記入した瓦

掛川市⑦
今後の展望

①掛川城周辺・横須賀街道における無電柱化及び
道路美装化事業
掛川城周辺及び掛川市景観形成重点地区でもある横須賀街道

において、歴史的な街並みに調和した空間の整備を図るため、
無電柱化等による良好な景観形成を行う。

②掛川公園と周辺整備事業
歴史・文化ゾーンの中心である掛川公園と周辺の再整備、周

辺道路の歩行者空間の改善などを行い、賑わい創出を図る。

掛川城周辺道路美装化箇所

横須賀街道

サイン整備の検討かけがわストリートテラス
（社会実験）
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静岡県 伊豆の国市

世界遺産を守り伝えるまち

伊豆の国市①１．伊豆の国市の概要

人口：47,448人（R4.9.1現在）世帯数21,550世帯（R4.9.1現在） 面積：94.62K㎡
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２．伊豆の国市の指定文化財 伊豆の国市②

種別 国指定 県指定 市指定 計

有形文化財

建造物 1（重文） 1 2

美術工芸品

絵画 1 1
彫刻 1（国宝） 5 4 10
工芸品 2 1 3
書跡・典籍・古文書 1 4 5
考古資料 1（重文） 1 4 6
歴史資料 2（重文） 6 8

民俗文化財
有形民俗文化財

衣食住に用いられる
もの 1 1

無形民俗文化財 4 4

記念物
史跡 6 10 16

天然記念物 1 3 4

計 13 11 36 60

国宝

木造不動明王及二童子立像

(願成就院蔵)

国宝

木造阿弥陀如来坐像

(願成就院蔵)

国宝

木造毘沙門天立像

(願成就院蔵) 重要文化財 江川家住宅

伊豆の国市③３．歴史資源を活用したイベント及び情報発信

2021年６月東京2020オリンピック聖火リレーの
ミニセレブレーションを韮山反射炉で開催

東京2020オリンピック・パラリンピックの
聖火リレーを韮山反射炉で開催

歴史資源の発信活用

2022年４～６月
韮山反射炉のライトアップ・夜間公開
・幻想的な景色を創出
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伊豆の国市④

おかげさまで、「鎌倉殿の13人伊
豆の国大河ドラマ館」の入館者が
13万人を突破しました！

大河ドラマ 公式Twitterによる
情報発信及びファンの拡大

大河ドラマ館設置による
市の認知度向上・交流人口拡大

ＮＨＫ大河ドラマ放映による取組①

伊豆の国市⑤ＮＨＫ大河ドラマ放映による取組②

市内の歴史を巡る北条家
歴史散策マップの作成

大河ドラマのイベントと同時
開催した「源氏あやめ祭り」＃伊豆の国トリックアート

フォトコンテストの展開・市内５か所設置

ロゴ製作による
市のブランド化
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下田市

時代の流れを力に つながる下田 新しい未来

下田市①

下田市の概要
○位置
静岡県の南東部、伊豆半島の南部東側に位置する。

○面積
市域は東西約13ｋｍ、南北約16ｋｍ、面積は104.38k㎡

○人口
人口 ２０，２８７人（令和４年４月１日現在）

○伊豆縦貫自動車道の建設 ○伊豆半島ジオパークの世界認定

←
爪木崎俵磯
の柱状節理

→
田牛の
龍宮窟
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下田市②

下田市の歴史的風致

１ 湊町の下田八幡神社例大祭にみる
歴史的風致

２ 黒船祭にみる歴史的風致

３ 稲梓地域の祭礼にみる歴史的風致

４ 天草漁をはじめとする磯浜の営みに
みる歴史的風致

５ 蓮台寺温泉にみる歴史的風致

下田市③

湊町の下田八幡神社例大祭にみる歴史的風致
下田八幡神社例大祭は、寛永４年（1627）に第２代下田奉行の今村伝四郎正長が、町の人々の意気の高揚と町の活性
化を目的に始めたと伝えられている。
江戸末期からある伊豆石やなまこ壁の歴史的建造物があるまちなみを背景に、14 台の太鼓台とその後ろに笛、三味

線がつきお囃子を奏でる。供奉道具11基を一列半円状にしてつくる太鼓橋が特徴的であることから「下田太鼓祭り」
の愛称で呼ばれ、良好な歴史的風致を形成している。

下田八幡神社 了仙寺 了仙寺を巡幸する御神輿

太鼓橋 お囃子 太鼓台御道具
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下田市④

黒船祭にみる歴史的風致
幕末の日本開国の舞台となった下田港周辺では、日米交流を成す黒船祭が昭和９年（1934）より行われている。
下田港周辺には、了仙寺や玉泉寺といった歴史上重要な史跡をはじめ、開国の歴史にまつわる歴史的建造物が多く残さ

れている。そうしたまちなみを背景に、墓前祭、パレード、下田条約調印式再現など日米親善と交流を広げる活動が引き
継がれ、開国の歴史を伝える良好な歴史的風致を形成している。

玉泉寺 玉泉寺 アメリカ将兵の墓 米海軍音楽隊（玉泉寺）

サインを求める子ども（開国市）公式パレード下田条約調印式再現（了仙寺）

下田市⑤

稲梓地域の祭礼にみる歴史的風致

蓮台寺温泉にみる歴史的風致

稲梓地域では、加増野地区の報本寺の山随院権現祭幡廻しや、落合地区の高根白山神社の鬼射といった祭事が、地域
の人々によって代々大切に受け継がれていった。
山々に囲まれた各集落のなかには田畑が広がり、春夏秋冬を境に色とりどりの異なった美しい景観を見ることができ

る。これらの自然環境と祭事が一体となり、良好な歴史的風致を形成している。

蓮台寺温泉では、湯を授けた神様を上の湯権現、下の湯権現として社に祭り、湯権現例祭を開催し、蓮台寺の誇り
である温泉を授けてくれたお湯の神様に毎年感謝を捧げている。
この祭礼と湯の華小径や吉田松陰が訪れた村山邸（吉田松陰寓寄処）など風情あるまちなみとが一体となって良好

な歴史的風致を形成している。

山随院権現祭幡廻し 鬼射（弓を射る） 小的を家に持ち帰る（鬼射）山随権現本社 社

吉田松陰寓寄処（旧村山邸） 吉田松陰と村山氏が出会った共同湯 下の湯権現（例祭） 上の湯権現（例祭）
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下田市⑥

天草漁をはじめとする磯浜の営みにみる歴史的風致
天草漁は、代々受け継がれてきた産業であり、その経験と知恵は、現在でも継承されている。
須崎では、海の恵みに感謝する津島神社例大祭が大切に残され、その漁で採れた天草の天日干しの風景や女性達

が梱包運搬する風景は、港に面する斜面地の集落や港と一体になって良好な歴史的風致を形成している。

須崎の集落 須崎漁港 天草の天日干し

天草の運搬 天草のポン（束）作り 津島神社例大祭

下田市⑦

重点区域における施策・事業
・下田市歴史的風致形成建造物保存整備事業
・下田太鼓祭りプロモーション事業
・太鼓台整備助成事業
・姉妹都市（ニューポート）交流事業

・旧下田町道路美装化事業

・玉泉寺周辺整備事業

玉泉寺

了仙寺

伊豆
急下
田駅

・市道大川端通線周辺整備事業

・下田公園環境整備事業

・歴史文化資源回遊性向上事業

・旧下田町環境整備事業

歴史的風致形成建造物保存事業

現況調査、維持管理や活用につい
ての検討。補修をするための助成
を行う。

歴史ある街なみに調和した空間の
整備を図るため、道路修景舗装を
行う。

旧下田町道路美装化事業

散策エリアにポ
ケットパークな
ど休憩施設の整
備により、観光
客の快適性と良
好な景観形成を
図る。

旧下田町環境整備事業

弁天橋ボードウォーク 大工町プレイス
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津島市

～四季折々のまつりのまち～

【春】尾張津島藤まつり

【秋】尾張津島秋まつり

【夏】尾張津島天王祭

【冬】開扉祭

津島市①

津島市の概要
市制施行：昭和22年３月１日（今年で市制施行75周年）
人口：60,740人（令和４年９月１日現在）
位置：名古屋市の西方約16㎞
面積：25.09㎢
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津島市②
津島の歴史と主な文化財

津島市は、かつては交通の要衝の湊町として、また、津島神
社の門前町として栄えた歴史があり、低地であるがゆえに水
害に悩まされてきた地域であるが、津島神社を中心とした祭
礼や五穀豊穣の神事、毛織物産業など、津島ならではの歴史
文化が継承されている。

津島神社（国指定重要文化財）

■主な文化財

旧堀田家住宅（国指定重要文化財）

津島市③
主な歴史的風致

全国天王社の総本社
として古くから信仰
されている津島神社
の祭礼で、旧津島五
ヶ村の車屋が中心と
なって、600年近く
継承されている。

１．尾張津島天王祭

津島駅西地区の山車
祭と石採祭は、尾張
津島天王祭とは異な
った町内の氏神の祭
として身近なものと
なっている。毎年秋
に神守・神島田地区
の祭とともに尾張津島秋まつりが開催される。

２．山車祭と石採祭
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津島市④

茶道としての茶の湯
文化と日常生活の中
で取り入れられた茶
の湯文化が、季節の
移ろいとともに見る
ことができる。

３．茶の湯文化

木曽川の恵みを活か
し、豊作を願う祭礼
や神事、産業が営ま
れており、水害と闘
いながら、水を利用
した独特な歴史的風
致が形成されている。

４．水の恵み

津島市⑤

歴史まちづくりの主な取組み

１．歴史的建造物保存・活用事業
市指定有形文化財で
ある「氷室作太夫家
住居」において、今
後の活用方針に生か
すために、現況調査
を実施した。

２．道路改良・道路美装化事業
小路をアスファルト舗装から
輝緑岩を合材とする、景観に
配慮した排水性舗装に整備し
た。

ひ むろ さく だ ゆう け

71



津島市⑥

３．尾張津島天王祭保存・振興事業

学識経験者等による修理
委員会での検討をもとに、
米車の屋台幕と今車屋形
の復元新調を行った。

４．毛織物産業の普及促進事業

名鉄津島駅周辺で開催され
たイベントにおいて、毛織
製品のできる工程や、毛織
物産業の歴史を紹介するブ
ースを設置し、一般人向け
にＰＲを行った。

津島市⑦

今後の展開
多様な地域資源を活用しながら、天王川公園
（Park-PFI）、名鉄津島駅、駅周辺の天王通り沿
いの整備など、まちづくり構想を進めていく。
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浜松市

～歴史・文化を活かしたまちづくり～
浜松まつり 凧あげ合戦

写真提供：浜松・浜名湖ツーリズムビューロー

「浜松市歴史的風致維持向上計画」令和４年(2022)３月25日認定

浜松市①
浜松市の概要

人口： 793,814人(令和4年9月1日現在)

世帯： 351,172世帯

市域：1,558.06k㎡

静岡県

浜松市

国土縮図型都市
浜松市は静岡県の西部に位置し、天

竜川と浜名湖の恵みに育まれた多様性
に富んだ自然環境を有する。
背景
市域には、東西に東海道や姫街道(本

坂通)、南北に秋葉街道が通っており、
交通の要衝として発展してきた歴史が
ある。三遠南信地域と深い関わりを持
つ民俗芸能・伝統行事が今なお営まれ、
行事が行われる集落やまち並みには歴
史的価値の高い建造物が多く残されて
いる。
歴史的風致維持向上計画
認定日 令和4年(2022)3月25日
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浜松市②
浜松市の歴史的風致

01.浜松城下の営みにみる歴史的風致 02.佐鳴湖のめぐみに育まれる歴史的風致

浜松城下町の市街地や社寺を舞台に、浜松まつり
や遠州大念仏など四季を通じて地域固有の伝統行事
が継承されています。

浜松城跡 浜松まつり

蜆塚遺跡や佐鳴湖畔を舞台に、漕艇・清掃活動・
娯楽・調査研究など人々の活動が受け継がれていま
す。

蜆塚遺跡 蜆塚遺跡清掃活動

03.天竜川下流の荘園から継承された
歴史的風致

天竜川下流域に広がる荘園の区画を残した集落の
神社では、式年遷宮など地域性豊かな祭礼が伝えら
れています。

蒲神明宮外宮 蒲神明宮お白石持ち祭り

04.開拓地三方原台地の営みにみる
歴史的風致

近代以降、本市の農業発展に貢献した開拓関連の
建造物が残る三方原台地を舞台に、農業活動と先人
の遺徳をしのぶ祭礼が継承されています。

三方原用水 三方原馬鈴薯収穫の様子

浜松市③
浜松市の歴史的風致

05.浜名湖の漁労・養殖と豊漁豊作に
感謝する歴史的風致

06.農村歌舞伎にみる歴史的風致

07.奥浜名湖の社寺と祭礼にみる歴史的風致

浜名湖畔の水辺景観と社寺を中心とした市街地を
舞台に、江戸時代からの養殖と浜名湖の恵みに感謝
する祭礼が継承されています。

宝珠院本堂 浜名湖のり養殖

定期公演ののぼりが掲げられる農村集落を舞台に、
地域固有の農村歌舞伎とその保存技術が継承されて
います。

六所神社拝殿 横尾歌舞伎定期公演

浜名湖北部の社寺と周辺の市街地を舞台に、特徴
的な信仰や歴史的背景のある地域色豊かな伝統行事
が継承されています。

細江神社拝殿 細江神社祇園祭

08.三ヶ日みかんの栽培にみる歴史的風致

江戸時代以降、湖岸の丘陵地を開墾して築かれた
みかん畑と、積極果敢な進取の気風を反映した生
産・顕彰活動が一体となって継承されています。

浜名湖岸のみかん畑 三ヶ日みかん収穫の様子
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浜松市④
浜松市の歴史的風致

09.二俣地域の営みにみる歴史的風致 10. 中央構造線沿いに点在する集落の
祭礼と信仰に見る歴史的風致

11.秋葉信仰にみる歴史的風致

歴史的建造物が残る二俣市街地を舞台に、各町の
屋台が引き回される二俣まつりなどの伝統行事が継
承されています。

二俣城跡 二俣まつり

佐久間・水窪地域を縦断する中央構造線沿いの山
村集落を舞台に、特徴的な民俗芸能が継承されてい
ます。

西浦観音堂 西浦の田楽

12.遠江のひよんどりとおくないにみる
歴史的風致

火防の神として信仰を集める秋葉山及び常夜灯が
残る参詣道沿いの集落では、秋葉信仰と関係する伝
統行事が継承されています。

秋葉山(表参道) 秋葉山常夜灯の祭祀

都田川・阿多古川沿いの中山間地域の寺堂などを
舞台に、生業と関係する正月行事が、継承されてい
ます。

福満寺薬師堂(通称八日堂) 川名のひよんどり

浜松市⑤
重点区域における施策・事業概要

中村家住宅保存活用事業

中村家住宅主屋

重要文化財「中村家住宅」(主屋)は、直近の大規模修理(平成15年(2003))以降、経年劣化が進み、特に茅葺
屋根の劣化が進行していることから、保存活用計画を作成するとともに、屋根修理を実施します。
また屋敷地は、市指定有形文化財「中村家住宅長屋門」に付属した土塀に囲まれている。土塀は主屋同様に経

年劣化が著しく、耐震性能が極端に劣ることから、公道へ倒壊するおそれがあるため安全性能向上のための再整
備を行います。

表浜名湖地区重点区域及び区域内の事業区域図

中村家住宅保存活用事業

表浜名湖地区

中村家住宅長屋門
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浜松市⑥
重点区域における施策・事業概要

浜名湖ガーデン
ツーリズム推進事業

構成庭園「龍潭寺」

奥浜名湖地区重点区域及び区域内の事業区域図

浜松市地域遺産センター整備事業

堀川(要害堀)周辺空間整備の検討

浜名湖ガーデンツーリズム推進事業

龍潭寺山門保存修理事業

寶林寺仏殿・方丈管理事業

重要文化財宝林寺活用事業

【重点区域全域を対象とした事業】
浜名湖「湖北五山めぐり」推進事業
[宝林寺、龍潭寺]

歴史文化資源案内板整備の検討

直虎レガシ―伝承事業

農村歌舞伎伝承・公開施設整備事業

寶林寺仏殿・方丈
管理事業

寶林寺仏殿

農村歌舞伎伝承・公開施設整備事業
重点区域内で継承されている農村歌舞伎の楽屋兼用

具収蔵庫、稽古場及び上演会場として用いられている
施設を整備します。

奥浜名湖地区

開明座

浜松市⑦
重点区域における施策・事業概要

二俣城跡

内山家住宅
保存活用事業

内山家住宅長屋門 旧田代家住宅主屋 外観

天竜二俣地区重点区域及び区域内の事業区域図

二俣城跡及び鳥羽山城跡

保存活用事業

旧田代家住宅保存活用事業

内山家住宅保存活用事業
内山真龍資料館活用事業

光明山古墳保存活用事業

【重点区域全域を対象とした事業】
二俣歴史文化塾

旧田代家住宅主屋 内部

天竜二俣地区

二俣城跡及び鳥羽山城跡
保存活用事業

旧田代家住宅保存活用事業

76



アトラクション 「郡上おどり」について  

実演：郡上おどり保存会 

 

国の重要無形⺠俗⽂化財に指定されている「郡上おどり」は 400 年以上の歴史があり、

阿波踊り(徳島県)・⻄⾺⾳内盆踊り(秋⽥県)と並び⽇本三⼤盆踊りと⾔われています。

7 ⽉中旬〜9 ⽉上旬まで約 30 夜おこなわれ、最も盛り上がる徹夜おどりは 8 ⽉ 13 ⽇〜

16 ⽇の 4 ⽇間、明け⽅まで夜通し踊り続けます。郡上おどりはかわさき、春駒など全

部で 10 種類あり、種類が多いのも特徴です。郡上おどりは誰もが参加でき、観光客も

地元の⼈もひとつの輪になって踊る楽しさがあります。 
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第
８
回
中
部
歴
史
ま
ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト

共
同
宣
言

我
が
中
部
地
方
に
は
、
歴
史
的
価
値
の
高
い
建
造
物
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、

歴
史
や
伝
統
を
反
映
し
た
人
々
の
生
活
が
、
地
域
固
有
の
風
情
、
情
緒
、
た
た
ず

ま
い
を
醸
し
出
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
伝
統
文
化
や
歴
史
的
風
致
の
保
存
、
継
承
が
困

難
と
な
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
以
降
、
人
々
の
交

流
が
制
限
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
一
層
拍
車
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
ま
２
年
余
り
が
た
ち
、
よ
う
や
く
人
々
の
営
み
は
元
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

祭
礼
な
ど
も
再
開
さ
れ
、
伝
統
文
化
の
保
存
、
継
承
、
歴
史
的
風
致
の
向
上
に
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
条
件
が
整
っ
て
参
り
ま
し
た
。

本
日
、
豊
か
で
清
ら
か
な
水
に
恵
ま
れ
、
山
々
に
囲
ま
れ
た
中
で
悠
久
の
歴
史

を
育
ん
で
き
た
「
水
と
踊
り
の
ま
ち
」
、
こ
こ
郡
上
市
に
お
い
て
、
中
部
そ
れ
ぞ

れ
の
「
ま
ち
」
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
、
こ
れ
か
ら
も
広
く
人
々
に
発
信
し
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
を
、
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
困
難
な
状
況
の
中
で
も
、
私
た
ち
１
６
市
１

町
は
、
連
携
・
協
力
し
て
こ
の
状
況
を
乗
り
越
え
、
伝
統
芸
能
や
祭
礼
行
事
な
ど

を
、
確
実
に
後
世
に
継
承
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、

歴
史
的
価
値
の
高
い
建
造
物
や
ま
ち
な
み
、
地
域
固
有
の
風
情
・
情
緒
を
活
用
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
魅
力
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
引
き
続
き
進
め
て
い
く
と

共
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
人
々
や
ま
ち
を
活
気
づ
け
る
よ
う
な
、
生
き
生
き

と
し
た
歴
史
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

令
和
４
年
１
０
月
２
０
日

中
部
歴
史
ま
ち
づ
く
り
認
定
都
市
一
同

（
高
山
市
、
亀
山
市
、
犬
山
市
、
恵
那
市
、
美
濃
市
、
明
和
町
、

岐
阜
市
、
郡
上
市
、
名
古
屋
市
、
伊
賀
市
、
岡
崎
市
、
三
島
市
、

掛
川
市
、
伊
豆
の
国
市
、
下
田
市
、
津
島
市
、
浜
松
市
）
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